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　　本教室における直腸癌術前照射例で，照射前の
　内視鏡的病巣擦過細胞診における核DNA核蛋白量
を測定し，術後の摘出標本における照射効果（組
織学的，肉眼的，画像診断学的）との相関につい
て比較検討した。
　【対象】1989年から1991年11月までに本教室で経
験した直腸癌術前照射例のうち，照射前に内視鏡
的病巣擦過細胞診を施行し，細胞核DNA一核蛋白
量を測定しえた9症例を対象とした。
　【方法】照射前の内視鏡的病巣擦過組織にFeul－
　gen－Naphtol　Yellow　2重染色を行い，　micro
　spectro　photometryを用いて細胞核DNA一核蛋
白量を測定した。DNA　histogram　patternは中島
　らに従い，1～IV型に分類し，核内蛋白量と核
DNA量の平均比率（Mean　of　PID）及びPID比が
2・　0以上の細胞割合（More　than　2．0％）を算出し，こ
れらの結果と，摘出標本における照射効果を組織学的，肉
眼的，画像診断学的に比較検討した。組織学的照射効果
は大星下里分類に従いIb以上を照射効果（＋）とした。
【結果】大星下里分類∬b以上の照射効果を得られたの
は3例あり，いずれもMean　of　PIDが2．0以上，More
than　2．0（％）が40％以上であった。照射効果（一｝（大星下
里Ha以下）は3例あり，そのいずれもMean　of　PIDが
2．　0未満，More　than　2．0（％）が25％未満であった。組織
学的効果判定は得られてないが肉眼的・画像診断学的に
照射効果（＋）と思われる症例は2例あり，Mean　of　PID，
Mo　re　than　2．0（％）は1例が1．31及び7．　52　％であり1例
は2．　30，7419％であった。Ploihy　pattern組織型，
環周度，肉眼型に関しては特記すべさ傾向は認められな
かった。
【結語】大星下里■b以上の照射効果を得た3例はMore
than　2．0（％）がすべて40％以上であるのに対し皿a以下
の照射効果しか得られなかった3例はMore　than　2．0
（％）がすべて25％以下であった。症例が末だ少ないカ～
照射効果の相違の解明の一助になる可能性があるものと
思われる。
　近年，胃癌の治療成績は診断学の進歩による早
期発見で著しく向上した．しかし治癒切除の困難
な進行胃癌に遭遇することも少なくない．我々は
1990年からスキルス胃癌及び進行胃癌に対して術
前化学療法iとしてPM療法i（CDDP75mg／m2，MMC　8mg
／m2）と，　P　F癬去（CDDP　100mg／M2，5－FU1000mg／m2　x
4day）を施行してきた．今回，　PM療法iの著効例を
経験し報告する．
　症例は35歳女性，腹痛を主訴に来院入院時理
学所見では心窩部，左偵鞭部に圧痛を認める以外
に異常を認めず，血液生化学所見ではCA　19－9の軽
度上昇以外異常を認めなかった．上殿墨壷管造影
では体中部大湾側の陰影欠損が認められ，Borrrna
nn　3型進行胃癌と診断した．内視鏡では体上音防
弩後壁に周智のくずれを伴った陥凹性病変を認め
た．腹部CTでは大動脈周囲に10×15mm大のリン
パ節転移を認め，術前にNo．16リンパ節転移陽性（
N4（＋））と診断した．
　PM療法12クール施行後，上辮肖化管造影では胃
の伸展1生が改善し陰影欠損の縮小が認められ，縮
ノ」＼率は44．3％であった．内視鏡検査では周堤の平低
化と潰瘍底の縮小が認められた．また腹部CT上
大動脈周囲リンパ節が縮小した．
胃全摘術，膵脾合併切除術，リンパ節郭清術，ρ
＋roux－Y吻合施行し，術中所見Si　Pe　He　N2　Sta　ge皿，
組織学的にssγ，n2であった．病理組織i学的に病変
部の糊莫層に癌細胞の変性を認め粘膜下層に線維
化認めた．郭清した大動脈周囲リンパ節には癌細
胞は認めず，リンパ節周囲に著明な線維化を認め
た．これら病理組観象から術前化学療法iの組織学
的効果半【淀はGrade2とした．
本症例は順調に経過し，術後5週間で退院し，現
在，外来通院加療中だが経過は良好である．
まとめ；進行胃癌の術前化学療法iとしてPM療法i
は有用であると示唆された．
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